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富山湾

　 富山県は、東南西の三方を高い山々に囲まれ、北は富山湾に面しています。

　 3,000m 級の高山に源を発する 河川は、 急峻な山岳地帯を流れ下り 、 一気に平野部を貫いて海に注いでお

り 、全国でも 有数の急流河川と なっています。

　 こ れら の河川は、富山県の産業や文化の発展に大きく 寄与する反面、たびたび洪水を起こして人命や財産に

脅威を与えてきました。

　 このため、富山県では、安全で住みよい県土づくり をめざして、明治 16 年（ 1883 年）の置県以来、砂防事業

を含めた治水に取り 組み、大正年間からは発電などの利水をすすめ、近年は環境等にも 配慮した親水を積極

的に推進しています。

　 本県の砂防事業は、明治 39 年（ 1906 年）に着手して以来、110 年以上経過しますが、「 地域の発展」や「 地

域の活性化」を支える 根幹の事業として今後と も 着実に推進していく 必要があり ます。

　 この冊子は砂防関係事業を県民の皆様に理解いただく一助と なることを願って作成いたしました。

　 砂防事業に対する皆様のご 理解と ご 支援を賜れば幸いです。
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目 次
－表紙の題字解説－

涯 天 護 （ てんがいを まも る ）

　 こ の碑は、明治39年（ 1906年）に着手した県営による常願

寺川砂防事業において、泥谷の階段式堰堤の最上部に使用

さ れた巨石に、大正4年（ 1915年）頃、当時の知事によって刻

まれたと 言われていま す。大正12年（ 1923年）に発生した大

規模な土石流により ほと んどの砂防施設が押し 流され、こ れ

が大正15年（ 1926年）から の国による 直轄事業と して移管さ

れる 契機と なり ました。

　 その後昭和5年（ 1930年）湯川と 支川泥谷の合流点付近で

こ の碑が発見さ れ、泥谷第1号堰堤に埋め込ま れまし た。　

「 天涯」と は「 天のはて。極めて遠く 隔たったと ころ 。」の意味

であること から 、こ の碑は「 人里はるか隔たった立山カルデラ

において砂防事業を行い、土砂流出による 被害から下流の富

山平野を護る気概」を記しており 、今も なお、当時の砂防に携

わった人々の心意気が伝わってくるよう です。

ど ろ だ に

ど ろ だ に

ど ろ だ に

　 富山県は、越中の国を県

域とし 、明治16年（ 1883年）

5月9日に石川県から分県し

て設置されました。

　 越中地域では、治水を急

務としていたため、分県に

至ったもので、誕生の経緯

からして富山県は治水砂

防事業と は深い関わり が

あり ます。

富山県の誕生と 治水砂防事業 豆 知 識

富山の土砂災害

　 土砂災害を受けやすい気候・ 風土

　 土砂災害とは

　 実際に起こった土砂災害

　 土砂災害の歴史

ハード 対策

　 砂防関係事業の概要

　 砂防事業

　 地すべり 対策事業

　 急傾斜地崩壊対策事業

　 雪崩対策事業 

　 砂防関係施設の長寿命化計画

　 直轄砂防事業 

ソフト 対策

　 土砂災害から「 いのち」を守ろう ! 

　 まずは危険な場所をチェック !（ 土砂災害警戒区域）

　 いつ起こるかをチェック!（ 土砂災害警戒情報）

　 どのよう に逃げるかをチェッ ク !（ 土砂災害ハザード マッ プ） 

　 土砂災害を防ぐ 取り 組み 

立山カルデラ砂防博物館

「 立山砂防」の世界文化遺産登録の推進 
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◆ 富 山 県 を 置
き 、越中一国を
管轄さ せる こ と
に な っ た ので 、
石川県から 引継
ぎ を 受 け る よ
う 、太政大臣三
条実美より 通達
さ れた文書。

（ 明・ 1 6・ 5・ 9 ）
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明・ 5 ・ 9 ・ 2 9

七尾県が廃さ れ、 射水郡が新川県に

入る。

明・ 4・ 1 1・ 2 0

射水郡を七尾県に、 新川・ 婦負・ 砺

波郡で新川県設置。

明・ 9・ 4・ 1 8
石川県と なる （ 同年8 月敦賀県の廃止

により 、 越前7 郡も 石川県に入っ たが、

1 4 年2 月福井県設置により 分離）

明・ 1 6・ 5・ 9

富山県設置。

越中（ 4 郡） と 加賀・ 能登 明・ 2・ 6・ 1 7（ 版籍奉還）

富山藩（ 婦負郡の全部と 新川郡の一

部） がそのまま富山藩に、 加賀藩が

そのまま金沢藩になる。

明・ 4・ 7・ 1 4（ 廃藩置県）

藩が県になる。

立山カ ルデラ 砂防博物館　 立山町／平成1 0 年（ 1 9 9 8 年）6 月3 0 日開館

国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 8 の開催3

●概要

SA B O  I N  T O YA M A
防災大国日本のモデル　「 立山砂防」の世界文化遺産登録の推進

　 平成30年（ 2018年）10月1日から 4日の4日間、富山国際会議場において、「 国際防災学会インタープリ ベント 2018」が開催さ

れました。

　 富山県では「 立山砂防」の世界文化遺産登録に向けて、その歴史的防災遺産の国際的評価の検証・ 確立の推進に取り 組

んでいます。インタープリ ベント には海外から多く の防災専門家が参加すること から 、立山砂防の世界的価値をアピールする

絶好の機会として、その顕著な普遍的価値をＰ Ｒしました。

　 インタープリ ベント には、世界の27の国と 地域から 492人（ う ち外国人130人）の砂防技

術者、研究者、行政関係者等が参加し 、「 変動帯における大規模な土砂災害と 減災対策」を

主なテーマに、10件の基調講演、30件の口頭発表、115件のポスター発表、パネルディ ス

カッショ ン、立山砂防の見学をはじ めと する 現地視察研修、行政展示、企業展示などを4日

間にわたり 実施されました。

 また、無料公開された10月1日の開会式及び基調講演には、257人の県民の皆さんにも ご

参加いただきました。

●富山宣言

　 閉会式において、土砂災害防止の一層の進展に向けた技術開発と その適用を効果的に

進め、経験・ 知見・ 技術を世界的な共有の一層の促進を 図る ために、インタープリ ベント

2018の要約と 提言として「 富山宣言」が採択されました。

　 この富山宣言において、

「 立山砂防は、こ れまで長い間、富山を守ってきており 、

１ 　 災害が多い日本で生まれた防災の総合技術、

２ 　 最も 厳し い自然環境のもと 、総合的な水系管理技術の近代における1つの到達点、

３ 　 世界中の中山間地に適用し 得る 普遍性のある 防災技術、

　 であると 考えら れる 。

　 そのため、立山砂防は顕著な普遍的価値を有しており 、今後世界の人々の参考と なるよ

う 、人類共通の遺産として共有していく べきも のである 。」

　 と 高い評価を受け、立山砂防の価値が世界に向けて発信されました。

開会式

当時の施工状況

源頭部での調査状況

西ノ 谷の石積堰堤 西五ノ 谷の水路張石工

知事への開催報告（ 富山宣言の手交）

立山カルデラ 源頭部で約1 0 0 年前の県営砂防施設が現存 豆 知 識

○国土交通省立山砂防事務所では平成30年度に立山カルデラ の源頭部において、明治39年（ 1906年）から 20

年間行われた県営砂防施設の現存状況把握の調査を実施しました。

○西ノ 谷の支川や湯ノ 谷の上流部など砂防施設が設置された可能性が高いと 考えら れる 地域を中心に調査を

進め、新たに21施設の堰堤工、山腹工、水路張石工を確認しました。
※平成19～21年度にも 県営砂防施設を調査し 、 一部の施設は確認済み
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◆富山県の地形図◆河川縦断勾配の比較図

（ 富山地方気象台より 提供）

（ 1980～2010平均）

気象2

地形1

　 富山県の気象は、冬期に降水量の多い日本海型気候で、海岸から 20 ～ 30km の近距離に高山岳地帯

を有するため、 斜面に沿って上昇気流が発生し 、 こ れに地形性降雨が加わり 雨量分布は複雑なも のと

なっています。年間降水量は平野部で約 2,400mm、山地では冬期の降雪により 約 3,400mm と なっており 、

全国平均を大きく 上回る 有数の降水・ 積雪地域です。
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　 富山県の地形は、東・ 南・ 西を高い山に囲まれ、北は富山湾に面し 、県土のう ち標高100m以上の山地及

び丘陵は県全体の約72％を占めています。

　 東部は飛騨山脈の北部を占める立山・ 後立山連峰の2,500m～3,000m級の峰々が、南部には2,000m

以下の飛騨高原山地が連なっていま す。そこ に源を発する 黒部川・ 常願寺川等の諸河川は、全国有数の

急流河川と なって富山湾に注いでいます。

　 西部は500m以下の低山地及び丘陵地帯で構成されています。

富山の土砂災害
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地すべり 危険箇所の分布 豆 知 識

け つ が ん

　 富山県の地質は、標高の高い山地を中心に古い

岩石が分布しており 、標高が低く なる に従って 、新

し い地質と なり ます。すなわち、山地や高原には飛

騨変成岩類・ 手取層群が分布しており 、丘陵には

堆積岩が富山湾に向かって傾斜し ながら 分布して

います。

　 能登半島基部の氷見山地は、頁岩・ 泥岩の互層、

または、それに凝灰岩層をはさ み、海に向かって傾

く 単斜構造と なっており 、それが素因と なって地す

べり を誘発し 、融雪期・ 梅雨期に慢性的に活動して

います。また、立山火山の火山噴出物は、有害土砂

の供給源と なっています。

　 5ha以上の地すべり が発生する恐れがある箇所で、こ れにより 人家10戸以上、河川、道路等に被害を及ぼす恐

れのある箇所を地すべり 危険箇所と いい、県内に244箇所あり ます。（ 国交省所管分）

　 と り わけ、新第三紀層と 呼ばれる 、もろく て弱い粘土・ 泥岩や凝灰岩をはさ む地質に集中しています。また、県

内には、地すべり が由来と なった地名が数多く あり ます。

　 今から 約2,500万年～200万年前の期間に作ら

れた地層。当時は海面が現在より も 高く 、海が内

陸ま で侵入していまし た 。（ =泥や砂がたまって泥

岩・ 砂岩と なる ）

　 また 、火山活動も 活発で、降り 積も った火山灰

が固まって、凝灰岩と なり ました。

地質3

土砂災害を 受けやすい気候・ 風土

SA B O  I N  T O YA M A

◆地すべり 危険箇所分布図（  ●  印）

新第三紀層と は

地すべり に由来し た地名

く まなし

［ 論田地区（ 氷見市）］

　 地すべり で、水田の境界が不明と なり 、論争と

なったのが由来。

［ 熊無地区（ 氷見市）］

　 地すべり で、水田の隈（ 区画）が無く なったので

隈無し と なり 、のちに熊無と なる 。

く ま

く ま 　 な く ま  な し

ろ んでん

氷
見
山
地

立
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火
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小
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◆富山県の地質略図

第四紀

凡　 例

第三紀

中生代

断層

背斜

向斜

中生代
～古生代

（ 火成岩）

新

生

代｝
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TO YAM A

す
べ

り
面

地下水が上昇

す
べ

り
面

川
が
埋
ま
る

す
べ

り
面

地下水で浮力

も ろ く て 弱い 地すべり 地に雨が降

ると 、地下水位や間隙水圧が上昇
1. 地下水で 大地を 持ち 上げよう と す

る 浮力や水圧が高まり 、すべり 始

める

2. 人家・ 道路が崩壊。土砂が川を 埋め、

下流に氾濫し て大洪水に！
3.

土
砂
災
害
と
は

　 粘土などのすべり やすい層の地盤が地下水の影響を受けて、人家や田畑を乗せたまま 、広い範囲で、 

緩い斜面の大地が、 ゆっくり と 動き出す現象を 、地すべり と いいます。

　 なお地すべり は、同じ 斜面で繰り 返し 発生し やすいと いった特徴があり ます。

　 集中豪雨や地震などが誘因

と なり 地盤の緩みや表層のすべ

り 、浮石の抜け出し などを生じ 、

瞬時に斜面が崩れ落ちること を

がけ崩れ（ 急傾斜地崩壊）と い

いま す。発生時の兆候が少なく

突発的なう え、崩れ落ちるスピー

ド も 速いため、人家近く で 起き

ると 逃げ遅れる人も 多く 、被害

が大きいも のになり ます。

地すべり と は

がけ崩れ（ 急傾斜地崩壊） と は

　 山腹や川底の石や土砂が、長雨や集中豪雨などによって一気に

下流へ押し 流されるも のを土石流と いいま す。その流れの速さ は、

時速20kmから 40kmと 自動車なみのスピード で、家や田畑を押し 流

してしまいます。土石流による災害は、急な谷川や、谷の出口にある

扇状地でよく 起こり ます。

土石流と は

※（ 参考）「 がけ崩れ」と は、急斜面が一気に崩れ落ちる現象。（ 大半は狭い範囲）

あ　 お

◆阿尾地区がけ崩れ災害　 氷見市／昭和6 0 年（ 1 9 8 5 年） 7 月3 日
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土砂災害と は・ 実際に起こ っ た土砂災害

SA B O  I N  T O YA M A

TO YAM A

実
際
に
起
こ
っ
た
土
砂
災
害

集落が壊滅！人家 87 戸が被災した胡桃地すべり（ 氷見市）
く る み

たに や

う ち やま

国道が約1キロ崩壊！内山地すべり（ 小矢部市）
たに や

人家2戸が全半壊！谷屋地すべり（ 氷見市）

や 　 ち 　 だ にか みも も 　 せ

　 平成29年（ 2017年）1月16日午後に南砺市利賀村上百瀬地内の谷内谷流域内で、斜面崩壊に伴う 土砂

流出が発生し 、さら に1月20日未明に崩壊が拡大したこと により 、住宅や県道まで土砂が到達し 、家屋の

全半壊や県道の通行止めなどの被害が発生しました。

　 昭和58年（ 1983年）8月27日に、長さと 幅約1kmにわたる

地すべり が発生し 、国道、河川、田畑に被害が生じました。

く る み

　 昭和39年（ 1964年）7月16日に、長さ 1,500m、幅500mにわたる 地すべり が発生し 、胡桃地区の人家67戸

が全半壊するなど87戸の集落が壊滅しました。

　 平成14年（ 2002年）11月16日に、長さ 100m、幅200mに

わたる 地すべり が発生し 、人家2戸が全半壊しました。

南砺市利賀村上百瀬地内における土砂災害

◆被災地の地形／昭和3 9 年（ 1 9 6 4 年）

◆国道3 5 9 号が約1 k m 崩壊 ◆谷屋地内の地すべり

く る み

◆胡桃集落の被災状況

かみも も せ

◆利賀村上百瀬地内の土砂流出状況

か み も も 　 せ
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西 暦 元 号　 　

7 0 4 慶雲元

1 5 8 1 天正9

1 8 5 8 安政5  2 .2 6

1 8 8 3 明1 6  5 .9

1 8 9 0 明2 3  4 .2 3

1 8 9 1 明2 4  7 .1 9

1 8 9 1 明2 4

1 8 9 7 明3 0  3 .3 0

1 9 0 4 明3 7

1 9 0 6 明3 9

1 9 1 4 大3  8 .1 3

1 9 2 6 大1 5

1 9 3 4 昭9  7 .1 2

1 9 3 4 昭9

1 9 3 7 昭1 2  3

1 9 3 8 昭1 3

1 9 3 9 昭1 4  4 .1

1 9 3 9 昭1 4

1 9 4 1 昭1 6  3

1 9 4 9 昭2 4

1 9 5 1 昭2 6

1 9 5 2 昭2 7  6 .3 0

1 9 5 2 昭2 7

1 9 5 3 昭2 8  9 .2 5 /2 6

1 9 5 7 昭3 2

1 9 5 8 昭3 3  3 .3 1

1 9 6 1 昭3 6

1 9 6 1 昭3 6  3 .3

1 9 6 4 昭3 9  7 .1 6

1 9 6 7 昭4 2

1 9 6 8 昭4 3  6 .2 9

1 9 6 9 昭4 4  7 .1

1 9 6 9 昭4 4  8 .1 0 /1 1

1 9 7 6 昭5 1  8 .1 5

1 9 7 9 昭5 4  1 0 .1

1 9 8 0 昭5 5  5 .2 5

1 9 8 2 昭5 7  6 .2 7

1 9 8 3 昭5 8  8

下
流

上
流

◆大平地区　 朝日町／昭和4 3 年（ 1 9 6 8 年） 6 月
だい ら

 水の引いた後の道路は巨石の山、 土石流の凄じ さ を 物語る 。

◆楜ヶ 原地区　 富山市／昭和5 4 年（ 1 9 7 9 年）1 0 月
く るみがはら

 土砂に埋まっ た民家、 必死で復旧作業を 行う 住民。

◆上滝地区　 富山市／昭和4 4 年（ 1 9 6 9 年） 8 月
かみだき

 送電不能、 電車不通、 濁流は暴れ狂う 。

◆赤木正雄と 常願寺川砂防全体計画平面図

土砂災害の歴史1

土
砂
災
害
の
歴
史

TO YAM A

　「 越中百里　 山河壮なり 」と 江戸時代の儒学者室鳩巣が表現していると おり 、大

小さまざまな河川が富山平野を貫き 、富山湾に注いでいます。

　 そのひと つ、常願寺川は、安政5年（ 1858年）の飛越地震による鳶山の崩壊以来、

大量の土砂を富山平野に供給しており 、河川改修工事にも かかわらず、毎年のよう に

洪水の被害が発生していました。

　 このため、水源地の土砂対策なく して下流の改修はあり えないと の認識が高まり 、

明治39年（ 1906年）に県営砂防工事が常願寺川上流域で開始されましたが、豪雨に

よる施設の破壊が度重なったため、国直轄による 砂防事業の実施を求めること と な

り ました。

　 その結果、流域が一県内のみの河川であっても 砂防の直轄施工が可能と なる 砂

防法の改正が行われ、大正15年（ 1926年）から 国の直轄事業として立山砂防工事が

実施されること になり ました。

　 この立山砂防工事事務所初代所長が後に文化勲章を受賞する赤木正雄です。

　 赤木正雄により 作成された白岩堰堤を基幹堰堤と する 湯川上流の砂防計画は現

在も 着 と々 進めら れています。

じょ う が ん じ が わ

むろき ゅ う そう

と んびやま

じょ う が ん じ が わ
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事 項

立山火山活動

佐々成政が越中に入る。同年常願寺川が出水し 、人馬の被害大。
富山城も 浸水し 、成政自ら 陣頭指導。

常願寺川上流大
おおと んびやま

ろ んでん

どろ だに　 かなやまだに　 だ　 し 　 わら だに　 　 ゆ　 かわ

鳶山、小
こ と んびやま

鳶山の両山地震のため大崩壊。
死者行方不明者1 4 0 人。

富山県設置

氷見市論田地区で大規模な地すべり 発生。人家7 0 戸被災。

神通川、常願寺川、黒部川、庄川沿岸大水害。死者4 人。

オラ ン ダの技術者デ・ レ イ ケが来県し 、常願寺川等の
砂防治水事業計画指導。

「 砂防法」制定

常願寺川上流砂防調査に着手

常願寺川砂防事業に着手(泥谷、金山谷、多枝原谷、湯川)

神通川沿岸、富山市を中心に大水害。死者5 4 人、行方不明6 0 人。

常願寺川砂防事業を 内務省直轄に移管

県下各河川に大水害発生。死者行方不明者3 1 人、重軽傷3 0 9 人。

氷見市国見地区で地すべり 発生
く に

ほんぐ う

み

本宮堰堤完成（ 計画貯砂量5 0 0 万㎥は現在も 日本最大級）

泥
どろ だに

し ら いわ

谷堰堤完成

砂防課設置

白岩堰堤完成(堤高6 3 m は現在も 日本一)

氷見市胡桃地区で地すべり 発生。学校1 戸、人家3 戸、寺院1 戸に被害。
く る み

河港砂防課設置

河港砂防課を 分離し 、砂防課設置

県東部山岳部で梅雨前線によ る 水害発生。土石流によ る 被災
死者7 人。

地すべり 対策事業に補助制度発足。氷見市坪池地区外6 箇所に着手。
つぼいけ

台風1 3 号災害により 県西部を中心に被災。死者6 人。

黒部川砂防調査に着手

「 地すべり 等防止法」制定

黒部川砂防事業が直轄事業と し て着手

氷見市七軒町がけ崩れ。死者3 人、家屋1 戸倒壊。

氷見市胡桃地区に大地すべり 発生。人家被災6 7 戸。

県東部に集中豪雨、朝日町大
だい 　 ら

平地区で土石流発生。8 戸被災。

「 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」制定

集中豪雨災害により 県東部を中心に被害発生。
死者5 人、負傷2 4 人、家屋流出7 戸、全壊5 0 戸、半壊9 2 戸、床上・ 下浸水9 6 0 2 戸。

氷見市中心に集中豪雨によ るがけ崩れ、地すべり 発生。人家全半壊1 2 戸。

台風1 6 号により 県下各地で被害発生。大山町で死者3 人。

黒部川支祖
ば

母
ば

谷
だに

上流硫
い おう さ わ

黄沢で山腹崩壊、土石流発生。発電所、田畑に被害。

県東部中心に集中豪雨、黒部市、内生谷、大足谷で土石流発生。8 戸被災。

小矢部市内山地区で地すべり 発生。国道、河川、田、畑に被害。

白岩川の分離
河道の直線化

霞堤の採用

◆安政の大災害／安政5 年（ 1 8 5 8 年） を 伝える地水見聞録（ スケッ チ部分）

 地震にと も なっ て、 液状化現象も 見ら れる 。（ 図右下： 大地裂ケ水ヲ 吹上ル。）

◆胡桃地区　 氷見市／昭和3 9 年（ 1 9 6 4 年） 7 月
く る み

 家は崩れ、 木々は倒れ、 全てが破壊さ れた地すべり 現場。

◆境小学校　 朝日町／昭和4 4 年（ 1 9 6 9 年）8 月

金
こ んごう

剛谷から の流出土砂で被災し た境小学校。

◆デ・ レ イ ケによ る 常願寺川の河川改修工事

土砂災害の歴史

SA B O  I N  T O YA M A

く る み

う ち やま

う ちゅ う だに　 おおあし だに

登録有形文化財 平成1 4 .6 .2 5 登録,重要文化財 平成2 9 .11 .2 8 指定

登録有形文化財 平成11 .8 .2 3 登録,重要文化財 平成2 9 .11 .2 8 指定

登録有形文化財 平成11 .6 .7 登録,重要文化財 平成2 1 .6 .3 0 指定

◆立山町千垣地内／昭和4 4 年（ 1 9 6 9 年）8 月
ち 　 がき

千
ち

垣
がき

谷から の流出土砂で埋まっ た民家。

急傾斜地崩壊対策事業に着手。八尾町今町。
いままち

8

　



西 暦 元 号　 　

1 9 9 2 平4  6 .9

1 9 9 3 平5  8 中旬

1 9 9 5 平7  7 .2 ～1 4

1 9 9 8 平1 0  6 .3 0

2 0 0 1 平1 3  4 .1

2 0 0 2 平1 4  1 1 .1 6

2 0 0 4 平1 6  1 0 .1 8

2 0 0 5 平1 7  8 .1 5 ～1 6

2 0 0 6 平1 8  1 .2 0

2 0 0 6 平1 8  2 .2 0

2 0 0 8 平2 0  3 .2 4

2 0 0 8 平2 0  7 .2 8

2 0 0 8 平 2 0  1 2 .1 5

2 0 1 0 平2 2  2 .2 7

2 0 1 4 平2 6  7 .1 9 ～2 0

2 0 1 4 平2 6  1 2 .7

2 0 1 7 平2 9  1 .1 6

2 0 1 8 平3 0  4 .7

土
砂
災
害
の
歴
史

TO YAM A

土石流によ り 国道4 71号
およ び発電施設が被災。

◆神通川水系芋谷川

　 富山市八尾町薄尾地内／
　 平成1 6 年（ 2 0 0 4 年）
　 1 0 月

い も だ に がわ

すすき お

◆栃上地区　 砺波市／平成2 0 年（ 2 0 0 8 年）1 2 月
と ちあげ

地すべり によ り 県道が被災。

 

◆祖山地区　 南砺市／平成2 0 年（ 2 0 0 8 年） 7 月
そ　 やま

土石流によ り 国道15 6号が被災。

たに や

◆谷屋地区　 氷見市／平成1 4 年（ 2 0 0 2 年） 11 月

地すべり によ っ て全壊し た家屋。
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事 項

雪崩事業に着手。山田村鎌
かまく ら

倉。

庄川町落
おと

シ
し

地区で地すべり 災害発生。人家、県道、町道等に被害。
（ う ち 家屋半壊2 戸）

梅雨前線豪雨により 黒部川上流では多数の山腹崩壊・ 渓岸侵
食が発生。

立山カ ルデラ 砂防博物館開館

「 土砂災害防止法」施行

氷見市谷屋地区で地すべり 発生。人家全半壊2 戸。

富山市八尾町薄尾地内において土石流発生。
国道4 7 1 号および発電施設が被災。

立山町座主坊でがけ崩れ発生。家屋、田畑、山林に大きな被害。
ざ 　 し ゅ ぼう

すすき お

南砺市西
にし あか　 お　 まち

ほんぐ う

赤尾町で融雪による地すべり 発生。
国道1 5 6 号が約3 ヶ 月間通行止め。

富山市本宮でがけ崩れ発生。富山地方鉄道が5 0 日間にわたり 不通。

富山市水須で融雪による 地すべり 発生。
みず　 す

崩壊によ り 、小口川を 一部閉塞。 　

南砺市中心に土砂災害が発生。 国道1 5 6 号では道路が寸断。

砺波市栃上で地すべり 発生。県道が約2 0 m 崩落し 、通行止め。
と ち あげ

富山市折谷で地すべり 発生。

魚津市の集中豪雨（ 最大2 4 時間雨量2 5 2 m m ） により 土砂災害
が発生。神社崩壊。

砺波市井栗谷で地すべり 発生。県道が約1 0 0 ｍ崩落し 通行止め。
砂防堰堤の一部、護岸が被災。

南砺市利賀村上百瀬で斜面崩壊に伴う 土砂流出が発生。
家屋被害： 家屋２ 戸、 車庫・ 納屋５ 戸、 その他２ 戸。 県道通行止め。

南砺市利賀村新山で斜面崩壊に伴う 土砂流出が発生。
国道1 5 6 号通行止め。

おり たに

い ぐ り だに

かみも も せ

あら やま

河川に一部土砂が流出し 、市道橋、護岸等が被災。

◆富山県内の土砂災害の発生件数

土砂災害の歴史

SA B O  I N  T O YA M A

近年における土砂災害の発生状況2

H12～R元
平均23件/年

■がけ崩れ

■地すべり
■土石流等

（ 令和元年12月31日時点）

H12

（ 発生年）
H1 3 H14 H15 H16 H1 7 H18 H19 H20 H2 1 H22 H23 H24 H2 5 H26 H27 H28 H2 9 H30 R元

9
2

6
1

11
3
4

4

22
5

9

8

21
3

12

6

44

14

12

18

35

18

8

9

24

17

5

2

8
3

5

76

21

22

33
11
5

5
1

18

8

5

5

17
6

10

1

20

8

7

5

30

14

10

6

27

18

3

6

4
11
2

10
6

2
2

35
7

7

21

33

24

5

4

5
4
1

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（
件
数
）

◆富山県内の時間雨量5 0 ㎜以上の降雨の観測回数

（ 気象庁提供データ を元に作成）

◆利賀村新山地内　 南砺市／平成3 0 年（ 2 0 1 8 年）4 月
あら やま

土砂流出によ り 国道1 56号が被災。

回
／
年

　 近年、 気候変動の影響も あり 集中豪雨等の頻度が増え土砂災害など が多発し ていま す。 災害に強い県土を つく る

ため、 着実に土砂災害対策を 進めていき ま す。

◆南砺市城端、出丸
じ ょ う はな でまる

池川の異常出水により 、護岸が欠損、人家基礎が流出。

◆水須地区　 富山市
みず　 す

地すべり によ り 河川が一部閉塞。

（ 令和元年12月31日時点）

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27  H29 R1

14

12

10

8

6

4

2

0

S50～H1
平均1.1回/年

H2～H16
平均1.7回/年

H17～R1
平均2.4回/年
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